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導

尾
を
取
り
巻
く
　
　

現
状

　
政
府
は
、
一
昨
年
12
月
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
結
果
を
受
け
政

権
交
代
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
以

降
、
緊
急
経
済
対
策
を
含
む
大
型

の
補
正
予
算
が
編
成
さ
れ
、
公
共

事
業
の
前
倒
し
を
始
め
と
す
る
日

本
経
済
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
動
き
に
よ
り
、
株
式
市
場
や
為

替
市
場
は
敏
感
な
反
応
を
示
し
、

経
済
情
勢
は
好
転
の
兆
し
が
見
ら

れ
る
も
の
の
、
２
月
に
は
ア
メ
リ

カ
経
済
の
先
行
き
懸
念
が
高
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
東
京
株
式
市
場
で

は
約
４
カ
月
ぶ
り
に
安
値
水
準
と

な
り
ま
し
た
。
外
国
為
替
市
場
で

は
、
値
下
が
り
リ
ス
ク
が
低
い
と

さ
れ
る
円
が
買
わ
れ
、
円
高
が
進

行
す
る
な
ど「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

は
、
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
情

勢
に
よ
っ
て
も
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
地
の
復
興
と
原
発
を
含
め
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
、
医
療
や
介
護
と
い
っ
た

社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
な
ど
、

国
民
生
活
に
直
結
し
た
課
題
は
山

積
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
先
行
き

は
引
き
続
き
不
透
明
で
す
。
本
市

で
も
長
引
く
経
済
不
況
に
よ
り
、

税
収
は
ピ
ー
ク
時
と
比
べ
約
24
億

円
減
少
し
て
い
る
他
、
急
速
な
少

子
高
齢
化
に
よ
る
義
務
的
経
費
の

増
加
や
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

の
更
新
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
今

後
の
財
政
見
通
し
は
楽
観
視
で
き

な
い
状
況
で
す
。

働
の
志
で  

　
　 

　

魅
力
あ
る
街
へ

　
と
は
い
え
、
将
来
に
わ
た
り
財

政
の
健
全
化
を
維
持
し
つ
つ
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
に
は
、
知
恵
を
絞
り
、
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
、
前
例

に
縛
ら
れ
な
い
徹
底
し
た
歳
出
見

直
し
を
行
い
、
財
源
の
大
き
な
基

盤
で
あ
る
税
収
を
安
定
的
に
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
総
務
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
埼

玉
県
の
転
入
超
過
数
は
８
年
連
続

プ
ラ
ス
で
あ
り
、
数
少
な
い
人
口

秘書政策課　 ７７５－３８４９・ ７７５－９８６１

上

協

市長が　 く
平成２６年度の上尾市

市長施政方針　これからの１年間、上尾市が目指す方向を示した施政方針。
そのリーダーを担う島村市長が、どのような考えで、どの
ような事業に取り組んでいくのかを紹介します。

上尾市長

島村 穰
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り
と
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
人
は

繁
栄
の
源
で
あ
り
、
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
今
な
お
こ

の
言
葉
が
私
た
ち
の
心
の
中
に
生

き
続
け
る
の
は
、
人
間
は
常
に
向

上
心
を
持
ち
、
理
想
を
追
求
す
る

性
質
を
有
し
て
い
る
証
で
す
。
私

は
、
松
陰
の
至
言
を
心
に
刻
み
、
行

政
と
市
議
会
が
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
機
能
し
、
郷
土
あ
げ
お
を

愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
志

を
も
っ
て
連
携
し
、
相
通
じ
る
姿
が

あ
れ
ば
、
上
尾
市
は
必
ず
や
輝
き

を
増
し
、
よ
り
魅
力
あ
る
街
へ
発

展
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ニ
フ
ェ
ス
ト
の   

　

進
捗
状
況

　
今
年
は
私
に
と
っ
て
市
長
就
任

二
期
目
の
折
り
返
し
の
年
で
す

が
、
就
任
に
当
た
り
掲
げ
た
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト「
上
尾
が
輝ひ
か

る
８
つ
の

キ
ラ
リ
☆
パ
ー
ト
２
」に
基
づ
き

各
種
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し

流
入
地
域
に
な
っ
て
い
る
と
の
結

果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市

は
県
南
部
に
人
口
流
入
が
集
中
す

る
中
で
、
県
内
８
番
目
に
多
い
自

治
体
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
わ
が
国
全
体
が
人
口
減

少
傾
向
に
あ
る
今
日
、
人
口
を
維

持
さ
せ
る
こ
と
す
ら
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昭
和
40
年
代
に
人
口

が
急
増
し
た
結
果
、
他
市
よ
り
も

早
く
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
本

市
に
と
っ
て
、
今
後
の
施
策
展
開

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
今
、
行
政
に
携
わ
る

我
々
が
す
べ
き
こ
と
は
、
人
口
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
消
費
を

促
し
て
景
気
を
上
向
き
に
す
る
こ

と
で
あ
り
、
少
子
化
を
食
い
止

め
、
女
性
の
社
会
進
出
を
支
援
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
の
具
体
的
施
策
が
、
ま
さ
に
子

育
て
施
策
で
す
。

　
幕
末
の
志
士
、
吉
田
松
陰
が
残

し
た
言
葉
に「
山
は
樹
を
以
っ
て

茂
り
、
国
は
人
を
以
っ
て
盛さ
か
ん
な

た
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

８
つ
の
大
き
な
柱
を
根
幹
に
据

え
、
39
項
目
に
細
分
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
そ
の
進
捗
状
況
を
報

告
し
ま
す
と
、
平
成
24
年
度
ま
で

に
25
項
目
、
平
成
25
年
度
に
は
６

項
目
を
実
施
し
ま
し
た
。
任
期
前

半
の
２
年
間
で
31
項
目
、
約
８
割

が
達
成
さ
れ
、
残
る
８
項
目
も
財

政
状
況
を
加
味
し
な
が
ら
、
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

代
へ
つ
な
ぐ   

　
　

新
た
な
上
尾
を

　
私
は
今
年
一
年
の
漢
字
を「
走
」

と
し
ま
し
た
。
市
制
施
行
55
周
年

で
あ
っ
た
昨
年
は
、
先
人
た
ち
が

築
い
た
歩
み
を
振
り
返
る「
歩
」の

年
で
し
た
。
今
年
は
次
代
へ
つ
な

ぐ
新
た
な
第
一
歩
を
、
今
年
の
干

支「
馬
」に
ち
な
み
、「
走
」の
年
と
な

る
よ
う
一
層
加
速
し
な
が
ら
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

1�大型モニターを使った効
果的な授業
2��自転車を利用した健康ラ
イフ応援事業を開始
3��バリアフリー化が進む
ニューシャトル原市駅

マ

次

※新規・拡充した事業を中心に掲載しています。平成２６年度の主な事業

●市立原市･原市団地保育所の移転統合設計� 5,770万円
●民間保育所・家庭保育室の新設・運営支援など�₃億８,４６７万円
　※今後₃年間で₆か所開設（定員２６１人増）
●�家庭保育室入所者の補助拡充・保育コンシェルジュ配置� ２,２５１万円

●小中学校の全教室に大型モニターを設置� 547万円
●特別支援学級の全小学校整備、学級支援員の増員�５,０６３万円
●セカンドブックスタート事業の実施� ７９７万円

●各医療機関での個別の肺がん検診の開始�1,423万円
●高齢者向け住宅改修費の助成方法の充実� ―
●健康ライフ応援事業の開始、介護予防事業の充実�  ８０１万円

●上尾中学校改築事業（H25前倒し含む）� ₈億7,776万円
●ニューシャトル原市駅のバリアフリー化� １億3,164万円
●防災備蓄の拡充など防災体制の強化� 3,２１０万円
●通学路安全対策の実施� １,５９３万円

●電気自動車の配備（２台）、充電設備設置� １,５２２万円
●農商工観ポータルサイトの開設� １,２３５万円
●中小企業コーディネーターなどの設置� ３３３万円

●25年ぶりに大規模な組織再編を実施�  7,856万円
　★�ワンストップ窓口の実現、子育て・福祉サービスの
推進、スピーディーな意思決定と事務の整理統合

１．子ども未来部の新設・子育て支援の強化 ４．安全・安心の確保

５．エコシティの実現と産業活性化の促進

６．組織再編による市民サービスの拡充

２．教育の充実・生涯学習の推進

３．高齢者・壮年者の健康づくりの支援
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予
算
と
は
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の

見
込
み
を
表
し
た
も
の
で
す
。
６
つ
の

分
野（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）に
重
点
を
置
い

た
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
た
結

果
、
市
の
基
本
的
な
仕
事
を
す
る
た
め

の
一
般
会
計
予
算
は
、
対
前
年
度
比
３．４

㌫
増
の
５７７
億
７
千
万
円
で
、
過
去
最
大

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
定
の

仕
事
を
す
る
た
め
の
特
別
会
計
と
企
業

会
計
を
含
め
る
と
１
、０
８
０
億
円（
前

年
度
比
4.9
㌫
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入

で
は
市
税
収
入
の
増
加
を
見
込
む
一
方

で
、
歳
出
で
は
社
会
保
障
関
係
経
費
が

大
き
く
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
・
県
支
出
金
や
財
団
法
人
の

助
成
金
な
ど
の
特
定
財
源
の
積
極
的
な

活
用
を
図
る
な
ど
の
工
夫
を
行
う
と
と

も
に
、
最
終
的
な
財
源
不
足
額
に
対
し

て
は
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
歳
出
予
算
の
う
ち
多
く
の
割
合
を
占

め
る
民
生
費
の
中
で
、
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
子
育

て
支
援
な
ど
の
社
会
保
障
関
係
経
費
が

増
加
し
続
け
て
い
る
ほ
か
、
学
校
・
保

育
所
・
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
公

園
・
道
路
・
上
下
水
道
な
ど
の
都
市
基

盤
施
設
で
あ
る
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
大
量

更
新
問
題
な
ど
の
諸
課
題
に
、
今
後
も

引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

平成２６年度予算のあらまし

財政課　 ７７５－４２４７・ ７７６－８８７３

特集

平成２６年度の一般会計予算は、「子どもから高齢者

まで すべてにやさしい思いやり市政」の実現に向

け編成しました。その結果について解説します。

歳入総額　577億７千万円

歳出総額　577億７千万円

●民生費　＋40億円
　社会保障関係経費の自然増などにより ＋17.6%
●民生費　＋40億円
　社会保障関係経費の自然増などにより ＋17.6%
●衛生費　－１億４千万円
　東保健センターの建設終了などにより －2.9%
●衛生費　－１億４千万円
　東保健センターの建設終了などにより －2.9%
●土木費　－11億７千万円
　土地開発公社保有用地買戻しの減などにより －21.5%
●土木費　－11億７千万円
　土地開発公社保有用地買戻しの減などにより －21.5%

●教育費　－９億６千万円
　中央小学校校舎改築事業の終了などにより －17.4%
●教育費　－９億６千万円
　中央小学校校舎改築事業の終了などにより －17.4%
●消防費　＋５億６千万円
　消防救急無線のデジタル化などにより ＋22.9%
●消防費　＋５億６千万円
　消防救急無線のデジタル化などにより ＋22.9%

主
な
歳
出
項
目
の

昨
年
度
と
の
比
較

市税
３０２．６億円

地方譲与税・
地方特例交付金・県交付金

２８．８億円

分担金・負担金・
使用料・手数料
１４．１億円

国庫支出金
８５．４億円

県支出金
３５．３億円

繰入金
２１．５億円

市債
４６．４億円

諸収入など
１７．７億円

地方交付税
２５．９億円

議会費・総務費
７０．１億円

民生費
２６７．１億円

衛生費
４８．３億円

土木費
４２．８億円

教育費
４５．７億円

公債費
６６．４億円

消防費
２９．９億円

農林水産業費・商工費
６．６億円

その他
０．８億円
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　市役所と家庭では単純に比較できませんが、平成
２６年度の市の一般会計予算を、例えば支出３０万円／
月の家計に例えると下図のようになります。

平成２６年度の市の予算を
１カ月の家計に例えると

平成２６年度の市の予算を
市民１人当たりに換算すると

公債費

2万9,000円

公共施設整備などの
ために借り入れた市
債の返済

民生費

11万7,000円

子育て支援、高齢者
や障害のある人への
サービスの提供など

議会・総務費

3万1,000円

議会運営や選挙、戸
籍、徴税、庁舎管理など

土木費
道路、河川、公園の
整備・管理などのま
ちづくり

消防費
消防・救急活動や災
害対策など

衛生費

2万1,000円

ごみ、し尿の処理、
環境対策、健康増進
など

農林水産業・商工費

3,000円

農業や商工業の振興

１人当たりの
支出額 25万3,000円年間

教育費

2万円

学校、図書館、公民館
などの管理運営、文化・
スポーツの振興

銀
　行

ア
ッ
ピ
ー

ア
ッ
ピ
ー

1万9,000円

1万3,000円

民生費

議会・総務費

公債費

衛生費

教育費

土木費

消防費

農林水産業・商工費

医療費・教育費
（扶助費）

7.9 万円

食費
（人件費）

6.2 万円

光熱水費・通信費
（物件費）4.9 万円

ローン返済
（公債費）3.5 万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
2.8 万円

家電などの買替え
（普通建設事業費）

2.2 万円

その他雑費
（補助費等）2.5 万円

給料
（市税・交付税など）

18.6 万円

諸手当
（国・県支出金）

6.3万円6.3万円

銀行からの借入
（市債）2.4万円

パート代
（分担金、負担金）

1.7 万円

支出
30万円

収入
29万円

支
出
に
対
す
る

不
足
分
１
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は
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り
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消費税率と地方消費税率の
引上げ分は、社会保障関係経費に活用

個人市民税の均等割の標準税率の
引上げ分は、防災減災事業に活用

○�平成２６年４月１日より消費税率の引上げが実施されました。
　※消費税率５％（うち地方分１％）⇒８％（同１．７％）
○�地方税法の規定に基づき、上尾市でも引上げ分の地方消費税
収は全て社会保障施策に要する経費に充当しています。

○�東日本大震災復興基本法の理念に基づき、個
人市民税の均等割の標準税率について、平成
２６年６月から１０年間に限り、５００円の引上げが
実施されます。
○�引上げ分の市税収入は、平成２３～２７年度に実
施する防災減災等の施策の経費に充当します。〈歳入〉引上げ分の地方消費税収入（地方消費税交付金）

� ３億８千万円
〈歳出〉社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費
�１２ ８億２千万円
　　　◆保育所の定員拡大　2,460人→2,５３5人（新規１か所）
　　　◆家庭保育室の定員拡大　352人→398人（新規２か所）
　　　◆家庭保育室入所者の補助拡充
　　　　・中低所得者世帯を中心に加算
　　　　・全世帯を対象に兄弟加算を新設

〈歳入〉引上げ分の市税収入（個人市民税均等割）
� ５千万円
〈歳出〉防災減災事業に係る経費� １億９千万円
・�上尾中学校改築、防災備蓄、橋りょう長寿
命化などの事業
・�市民体育館や小中学校耐震化事業などで発
行した市債の償還
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